
Ⅱ　県内市町村の国際化施策

○仙台市

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

避難所・避難場所の看板
設置

｢指定避難所」｢地域避難場所」「広域避難場所」「津波避
難ビル」の看板に英語を併記する。

通年 ｢指定避難所」｢地域避難場所」「広域避難場所」「津波避
難ビル」の看板に英語を併記する。

通年

総合防災訓練への参加 仙台駅周辺帰宅困難者対応訓練において、外国人・帰
宅困難者としてご参加いただいている。

平成30年9月 仙台駅周辺帰宅困難者対応訓練において、外国人・帰
宅困難者としてご参加いただいている。

平成29年9月

津波避難標識の看板設
置

「津波避難標識」の看板に英語を併記する。 通年 「津波避難標識」の看板に英語を併記する。 通年

津波からの避難の手引き
4ヶ国語版（日、英、中、
韓）

「津波からの避難の手引き」の外国語版（英語、中国語、
韓国語）を機会を捉え配布、仙台市ホームページにも掲
載する。

通年 「津波からの避難の手引き」の外国語版（英語、中国語、
韓国語）を機会を捉え配布、仙台市ホームページにも掲
載する。

通年

仙台市緊急速報メール
（エリアメール）

仙台市から発信する避難情報等について英語で緊急性
が分かるように併記する。

通年 仙台市から発信する避難情報等について英語で緊急性
が分かるように併記する。

通年

わが家と地域の防災
チェック表4ヶ国語版
（日、英、中、韓）

外国人居住者に対し、地震に対する日頃の備えなどを
チェック表形式にしたチラシを配布し啓発を図る。

通年 外国人居住者に対し、地震に対する日頃の備えなどを
チェック表形式にしたチラシを配布し啓発を図る。

通年

自動翻訳業務 仙台市のホームページを自動翻訳ソフトにより翻訳する。
（英語・中国語・韓国語・スペイン語・フランス語・ロシア
語・ベトナム語に対応）

通年 仙台市のホームページを自動翻訳ソフトにより翻訳する。
（英語・中国語・韓国語・スペイン語・フランス語・ロシア
語・ベトナム語に対応）

通年

自主研修（外国語講座）
受講援助

職員の外国語能力の向上を図るとともに，国際感覚を高
めるため，勤務時間外に語学研修機関で自主的に外国
語を習得した職員に対して援助を行う。

通年 職員の外国語能力の向上を図るとともに，国際感覚を高
めるため，勤務時間外に語学研修機関で自主的に外国
語を習得した職員に対して援助を行う。

通年

短期海外派遣研修
（企画提案型）

職員自らが海外の行政事情，専門事項の調査研究を行
い，行政能力や国際感覚の涵養を図るため，選考の上短
期間海外へ派遣する。

平成30年11月、平成
31年1月、2月

海外の行政事情，専門事項の調査研究を行い，行政能
力や国際感覚の涵養を図るため，選考の上短期間海外
へ派遣する。

平成29年9月、10月

短期海外派遣研修
（企画提案型以外）

研修機関等が企画した研修へ職員を派遣し、他都市職
員とともに、国内での講義や演習を受けた後、知識や経
験を持った同行講師による助言や指導を受けながら、海
外現地で見学・調査・意見交換を行う。

平成30年8月、9月

ー ー

自主研修（語学検定試験
受験）援助

職員の外国語能力の向上を図るとともに，国際感覚を高
める契機とするため、各種語学検定試験を受験した職員
に対して援助を行う。

通年 職員の外国語能力の向上を図るとともに，国際感覚を高
める契機とするため、各種語学検定試験を受験した職員
に対して援助を行う。

通年

英語力向上海外派遣研
修

国際化業務において対応可能な英語力の向上を図るとと
もに，海外の語学研修を通して，国際感覚の涵養を図る
ことを目的に，職員を海外教育機関へ派遣する。

—

国際化業務において対応可能な英語力の向上を図るとと
もに，海外の語学研修を通して，国際感覚の涵養を図る
ことを目的に，職員を海外教育機関へ派遣する。

—

英語力上級者育成研修 実践的な英語力（言語力・コミュニケーション力・交渉力・
プレゼンテーション力等）を備えたグローバル人材を育成
することを目的に，選考の上，職員の語学学校受講料，Ｔ
ＯＥＩＣ受験料を援助する。

平成30年6月～12月 実践的な英語力（言語力・コミュニケーション力・交渉力・
プレゼンテーション力等）を備えたグローバル人材を育成
することを目的に，選考の上，職員の語学学校受講料，Ｔ
ＯＥＩＣ受験料を援助する。

平成29年6月～12月

※平成30年度の事業内容について，12月までは実績，それ以降は予定の事業内容を記載。

事　　業　　名

平成29年度平成30年度
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事　　業　　名

平成29年度平成30年度

英語力向上国内研修 国際化業務において対応可能な英語力の向上を図ること
を目的に，選考の上，職員の語学学校受講料，ＴＯＥＩＣ
受験料を援助する。

平成30年6月～9月、
10月～平成31年1月

国際化業務において対応可能な英語力の向上を図ること
を目的に，選考の上，職員の語学学校受講料，ＴＯＥＩＣ
受験料を援助する。

平成29年6月～9月、
10月～12月

防災環境都市の推進

— — — —

世界防災フォーラムの開
催

－ －

東北大学を事務局とする世界防災フォーラム実行委員会
の一員として、世界防災フォーラムの開催及び運営を
行った。

11月
42か国243名受入

防災関係の広報の実施 広報誌「Sendai DRR Newsletter」 を発行する。
東日本大震災からの復興や仙台の防災の取組を紹介す
るプロモーション動画を制作する。 ー

広報誌「Sendai DRR Newsletter」 、パンフレット 「防災環
境都市・仙台」英語版（改訂版）を発行した。

ー

防災関係の国際会議等
への参加

国連や日本政府等、関係機関と連携し、本市の取組を発
信するため、海外で開催される防災に関するワークショッ
プや国際会議へ参加する。

通年
マレーシア1名派遣
モンゴル3名派遣
イギリス3名派遣

国連や日本政府等、関係機関と連携し、本市の取組を発
信するため、'海外で開催される'防災に関するワーク
ショップや国際会議へ参加した。

通年
フィリピン2名派遣
メキシコ3名派遣

海外からの防災関係の視
察受け入れ

東日本大震災からの復興状況や仙台の防災の取り組み
を視察にくる防災関係者（JICA研修生ほか）に、講義や
視察対応などを実施する。 31年5月集計予定

東日本大震災からの復興状況や仙台の防災の取り組み
を視察にくる防災関係者（JICA研修生ほか）に、講義や
視察対応などを実施した。

通年
合計841名

復興情報の発信 復興状況に関するパンフレット・記録誌の配布 随時 ・復興状況に関するパンフレットの発行・配付
・本市の復興に大きな力となった多様な主体の活動をイ
ンタビュー形式で記録した記録誌を海外の方向けに再編
集し、発行・配付

・パンフレット：
・記録誌（英語版）：
平成29年10月
・どちらも配布は随時

G7仙台財務大臣・中央
銀行総裁会議 開催支援

－ － － －

荒井メモリアル施設運営 継続して運用 タイ副知事、地域開
発委員会（タイ政府）
32名、韓国光州広域
市防災分野職員9名
など

継続して運用 防災フォーラムスタ
ディーツアー60名、
国連女性リーダー研
修40名など

荒井メモリアル施設運営 ①英語版ハンドアウトに加え、繁体字、簡体字、韓国語、
タイ語ハンドアウト制作
②メモリアル交流館及び荒浜小などを周遊してもらうため
の新規チラシを英語、繁体字、簡体字、韓国語、タイ語で
制作

タイ副知事、地域開
発委員会（タイ政府）
32名、韓国光州広域
市防災分野職員9名
など

継続して運用 防災フォーラムスタ
ディーツアー60名、
国連女性リーダー研
修40名など

震災遺構仙台市立荒浜
小学校運営

英語版展示ガイドに加え、繁体字、簡体字、韓国語、タイ
語のガイドを制作

トルコ副首相他20
名、タイ教育省校長
研修40名、中国高校
生来日団75名

震災遺構仙台市立荒浜小学校の英語版展示ガイド制作 ＪＩＣＡ研修受入47
名、アメリカ大学生30
名など

英語併記課名表示板設
置 － － － －

外国語による出国時にお
ける納税手続きの案内文
作成

出国時の外国人に適切な納税手続きを周知するための
案内文の作成 －

出国時の外国人に適切な納税手続きを周知するための
案内文の作成 －
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事　　業　　名

平成29年度平成30年度

ローマ字併記の街区表
示板等設置事業

住居表示を実施する地区等を対象に，街区表示板等に
ローマ字を併記する。

通年 住居表示を実施する地区等を対象に，街区表示板等に
ローマ字を併記する。

通年

窓口サイン英語等併記 外国人市民に対し，円滑な窓口対応を行うために，利用
実態に応じて区役所の各課窓口に外国語併記等を進め
る。

－

外国人市民に対し，円滑な窓口対応を行うために，利用
実態に応じて区役所の各課窓口に外国語併記等を進め
る。

－

外国人市民向けDV防止
啓発リーフレット

外国人市民向けに外国語のDV防止啓発リーフレット（英
語版・中国語版・韓国語版）を作成し、関係施設等におい
て配布を行う。

通年 外国人市民向けに外国語のDV防止啓発リーフレット（英
語版・中国語版・韓国語版）を作成し、関係施設等におい
て配布を行う。

通年

外国人市民向けDV防止
啓発リーフレット

外国人市民向けにやさしい日本語版DV防止啓発リーフ
レットを作成し、関係施設等において配布を行う。

通年 外国人市民向けにやさしい日本語版DV防止啓発リーフ
レットを作成し、関係施設等において配布を行う。

通年

スピーチテーブル「グロ」
の展示及び活用

ノルウェー初の女性首相をイメージして制作された「グロ」
について、市民団体「グロ」プロジェクトより寄託を受け、
仙台市男女共同参画推進センターに設置し市民への展
示に供する他、男女共同参画に資する事業の際に演台
として貸出活用し、北欧の男女共同参画推進を紹介して
いる。

通年 ノルウェー初の女性首相をイメージして制作された「グロ」
について、市民団体「グロ」プロジェクトより寄託を受け、
仙台市男女共同参画推進センターに設置し市民への展
示に供する他、男女共同参画に資する事業の際に演台
として貸出活用し、北欧の男女共同参画推進を紹介して
いる。

通年

仙台市男女共同参画推
進センターエル・ソーラ仙
台館内利用案内英語表
記表示

仙台市男女共同参画推進センターエル・ソーラ仙台の館
内利用案内ディスプレイに英語表記の表示を設けてい
る。

通年 仙台市男女共同参画推進センターエル・ソーラ仙台の館
内利用案内ディスプレイに英語表記の表示を設けてい
る。

通年

平成27年度ノルウェー王
国視察研修報告会

平成29年度から廃止

—

平成29年度から廃止

—

守口恵子さん夫妻来仙
記念ミニレクチャー

平成29年度から廃止

—

平成29年度から廃止

—

小野坂優子氏講演会 平成29年度から廃止

—

平成29年度から廃止

—

「ノルウェー科学技術大
学との意見交換会」

平成30年度から廃止

—

「ノルウェー科学技術大学との意見交換会」にて、同大学
教授、准教授と(公財)せんだい男女共同参画財団が、震
災後の女性のリーダーシップ育成に係る事業などについ
て意見交換を実施した。

平成29年4月
ノルウェーより2名受
入

「東日本大震災復興のた
めの女性リーダーシップ
基金事業に関する意見
交換会」

平成30年度から廃止

—

「東日本大震災復興のための女性リーダーシップ基金事
業に関する意見交換会」にて、駐日ノルウェー大使、参事
官と(公財)せんだい男女共同参画財団及び同基金による
事業への参加企業・参加者の意見交換を実施した。

平成29年12月
ノルウェーより2名受
入

ＪＩＣＡ主催「ネパール国
ジェンダーと災害リスク削
減セミナー」への事例発
表者派遣

平成29年度から廃止

ー

平成29年度から廃止

—

ＪＩＣＡ主催『「ジェンダー・
多様性からの災害リスク
削減」に係る招へい研
修』への講師派遣

ＪＩＣＡ主催の研修のうち、「仙台市の男女共同参画計画
における防災の取り組み」および「男女共同参画推進セ
ンターにおける防災の取り組み」について、それぞれ当課
と(公財)せんだい男女共同参画財団から講師を派遣し、
仙台市における「女性と防災」についての取り組みを発信
した。

平成30年10月
フィリピン、ミャン
マー、スリランカ、バ
ングラデシュ、メキシ
コより計9名受入

ＪＩＣＡ主催の研修のうち、「仙台市の男女共同参画計画
における防災の取り組み」および「男女共同参画推進セ
ンターにおける防災の取り組み」について、それぞれ当課
と(公財)せんだい男女共同参画財団から講師を派遣し、
仙台市における「女性と防災」についての取り組みを発信
した。

平成29年10月
バングラデシュ、ブー
タン、カンボジア、コ
ロンビア、イラク、ネ
パールより計16名受
入

外国人住民向け生活マ
ナー啓発リーフレット

市内で生活を始めたばかりの外国人住民向けに、日本に
おける生活上のマナーや犯罪類型についてまとめた啓発
リーフレット（英語版・中国語版・韓国語版・ネパール語
版・ベトナム語版）を作成・配布

平成31年2月発行予
定

— —

仙台コミュニティサイクル
DATE BIKE

仙台コミュニティサイクルDATE BIKEのホームページを英
語表記にて説明。
JR仙台駅構内2階に設置している無人販売機にて多言語
対応（英語・中国語・韓国語）。

通年 仙台コミュニティサイクルDATE BIKEのホームページを英
語表記にて説明。
JR仙台駅構内2階に設置している無人会員登録機にて多
言語対応（英語・中国語・韓国語）。

通年

自転車安全利用に関す
るポスター作成

自転車の安全利用に関する条例周知用ポスター（英語
版・中国語版・韓国語版・ベトナム語版・ネパール語版）を
作成し、関係機関に掲示を依頼。

通年

— —

仙台市の概況英語版作
成

ポケット版の市政統計資料の日本語版及び英語版 平成30年7月中旬発
行
通年使用

ポケット版の市政統計資料の日本語版及び英語版 平成29年7月中旬発
行
通年使用
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
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事　　業　　名

平成29年度平成30年度

データ仙台作成 日英併記の統計データをもとにした市勢概要 平成30年9月発行
通年使用

日英併記の統計データをもとにした市勢概要 平成29年9月発行
通年使用

中国語版生活保護のし
おり配布

中国帰国者向けに，生活保護制度について説明したし
おり（中国語版）を作成し，各福祉事務所で配付する。

通年 中国帰国者向けに，生活保護制度について説明したし
おり（中国語版）を作成し，各福祉事務所で配付する。

通年

中国残留邦人等に対す
る支援給付に関わる支
援・相談員の配置

支援相談員を配置し，中国残留邦人等に対する支援給
付受給者等に関わる支援の徹底を図る。

通年 支援相談員を配置し，中国残留邦人等に対する支援給
付受給者等に関わる支援の徹底を図る。

通年

障害者親善国際交流事
業

障害者本人及び福祉関係者等を海外へ派遣し、障害者
の国際親善を深め、将来的に本市における障害者福祉
の推進への貢献を図る。

平成30年5月
台湾台南市16人派
遣
平成30年7月
韓国光州広域市20
人受入

障害者本人及び福祉関係者等を海外へ派遣し、障害者
の国際親善を深め、将来的に本市における障害者福祉
の推進への貢献を図る。

平成29年5月
台湾台南市14人受
入

障害者親善スポーツ国際
交流事業

障害者を中心とした交流団を海外から招待し、スポーツ
交流や障害者福祉に関する情報交換を行い、障害者ス
ポーツの振興を図る。 —

障害者を中心とした交流団を海外から招待し、スポーツ
交流や障害者福祉に関する情報交換を行い、障害者ス
ポーツの振興を図る。 —

外国人重度障害者等福
祉手当支給

国民年金等の国籍条項等のため，障害者基礎年金が受
給できない外国人障害者等に手当てを支給する。

通年 国民年金等の国籍条項等のため，障害者基礎年金が受
給できない外国人障害者等に手当てを支給する。

通年

外国人高齢者福祉手当
支給事業

在日外国人のうち，国民年金制度上，老齢基礎年金等の
受給資格を得ることができなかった高齢者に対し，福祉
的措置として給付金を支給する。

通年 在日外国人のうち，国民年金制度上，老齢基礎年金等の
受給資格を得ることができなかった高齢者に対し，福祉
的措置として給付金を支給する。

通年

外国語パンフレット配布
(国民健康保険)

国民健康保険制度について説明した外国語パンフレット
を各区役所窓口で配付する。

通年 国民健康保険制度について説明した外国語パンフレット
を各区役所窓口で配付する。

通年

健康診査の実施 がん，心臓病，脳卒中等の疾病を早期に発見し治療勧
奨を図るとともに生活習慣の改善により，生活習慣病の予
防に資するため，健康診査を行う。（全住民対象）

3月末 がん，心臓病，脳卒中等の疾病を早期に発見し治療勧
奨を図るとともに生活習慣の改善により，生活習慣病の予
防に資するため，健康診査を行う。（全住民対象）

3月末

HIV抗体検査英語版相
談票等の使用

HIV検査受検用の相談票・結果票・証明書について英語
版を作成している。

通年 HIV検査受検用の相談票・結果票・証明書について英語
版を作成している。

通年

日本語学校就学生健診 日本語学校に就学している外国人に対し結核健診を行
う。

通年
(H30.12月末現在)
893人

日本語学校に就学している外国人に対し結核健診を行
う。

通年
802人

外国人感染症患者サ
ポート事業

（Ｈ30.4.1～対象を結核以外の感染症患者(感染症法に
基づく対応が必要な感染症に限る)に変更、事業名称を
外国人通訳サポーター派遣事業から変更）
医療通訳を必要とする外国人結核患者等に通訳者を派
遣する。
外国人結核患者等の支援に必要な翻訳を行う。(結核患
者等支援用資料作成）

通年
(H30.12月末現在)
通訳派遣：延77回
翻訳1件(英語)

医療通訳を必要とする外国人結核患者等に通訳者を派
遣する。
外国人結核患者等の支援に必要な翻訳を行う。(多言語
結核啓発ポスター、結核患者等支援用資料作成）

通年
通訳派遣：延41回
翻訳：7件(英語、ﾍﾞﾄ
ﾅﾑ語、ﾈﾊﾟｰﾙ語）

外国人向け多言語による
入浴心得

旅館業施設や公衆浴場施設事業者に対し、同施設を利
用する外国人向けに案内掲示（英語、中国語、韓国語）
を提供する。

通年 旅館業施設や公衆浴場施設事業者に対し、同施設を利
用する外国人向けに案内掲示（英語、中国語、韓国語）
を提供する。

通年

外国語版母子健康手帳
交付

妊娠時に，母子の健康管理に役立つ母子健康手帳(英
語･中国語･ハングル語･スペイン語・ポルトガル語･タガロ
グ語･タイ語・インドネシア語・ベトナム語）を各保健所で配
付する。

通年 妊娠時に，母子の健康管理に役立つ母子健康手帳(英･
中･韓･西・葡･タガログ語･タイ語）を各保健所で配付す
る。

通年

英語版帳票の作成・配布 市の行う各健康診査の受診票を各保健所で配布する。 通年 市の行う各健康診査の受診票を各保健所で配布する。 通年

子ども医療費助成の英語
版案内チラシ

子ども医療費助成の申請時に窓口で配布する案内チラ
シの英語版を作成し、各区・宮城総合支所保険年金課及
び秋保総合支所保健福祉課の窓口で配布する。

通年

ー ー

入所のしおり配布（英・
中・韓）

保育所に入所する際のしおり(英・中・韓）を保育所で配
布している。

通年 保育所に入所する際のしおり(英・中・韓）を保育所で配
布している。

通年

保育施設等利用案内の
配布（英・中・韓）

保育施設等の利用の要件や申込手続等の案内書（英・
中・韓）を各区家庭健康課・宮城総合支所保健福祉課で
配布している。

通年 保育施設等の利用の要件や申込手続等の案内書（英・
中・韓）を各区家庭健康課で配布している。

通年
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

グリーン購入の普及推進

- - - -

ESD/RCE地域啓発事業 持続可能な開発のための教育(ESD)及びその推進のため
の地域拠点(RCE)に関する啓発事業を行う。

通年 持続可能な開発のための教育(ESD)及びその推進のため
の地域拠点(RCE)に関する啓発事業を行う。

通年

ICLEIへの参加と事業の
実施

- - - -

外国語版資源とごみの分
け方出し方の作成・配布

生活ごみの収集日や分別・排出方法を記載したパンフ
レット（英・中・韓・ベトナム）を、必要とする外国人等に配
布する。

通年 生活ごみの収集日や分別・排出方法を記載したパンフ
レット（英・中・韓・ベトナム）を、必要とする外国人等に配
布する。

通年

外国語版集積所ステッ
カーの配布

外国人向けのごみ集積所掲示用の集積所ステッカー
（日・英・中・韓の4か国語併記）を、希望する町内会等に
配布する。

通年 外国人向けのごみ集積所掲示用の集積所ステッカー
（日・英・中・韓の4か国語併記）を、希望する町内会等に
配布する。

通年

指定ごみ袋への外国語
標記

家庭ごみ指定袋及びプラスチック製容器包装指定袋の
外装袋にごみ袋の種類とサイズを併記（英語・中国語・ハ
ングル）。

通年 家庭ごみ指定袋及びプラスチック製容器包装指定袋の
外装袋にごみ袋の種類とサイズを併記（英語・中国語・ハ
ングル）。

通年

家庭ごみ集積所用ごみ
の出し方ルールポスター

英・中・ハングル・ベトナム・ネパールの各言語でデータを
作成し、啓発内容に応じて編集の上、町内会等に提供し
ている。

通年 英・中・ハングル・ベトナム・ネパールの各言語でデータを
作成し、啓発内容に応じて編集の上、町内会等に提供し
ている。

通年

日本語学校でのごみの
分け方・出し方について
の説明

外国人が多く在籍している専門学校等から希望があった
場合に出前講座を実施。

通年 外国人が多く在籍している専門学校等から希望があった
場合に出前講座を実施。

通年

簡易版外国語リーフレット
の作成・配布

ごみ排出ルールのうち、重要なものに絞ったものを記載し
たリーフレット(英、ベトナム、ネパール）を必要とする外国
人（主に日本語学校生）に配布する。

通年 ごみ排出ルールのうち、重要なものに絞ったものを記載し
たリーフレット(英、ベトナム、ネパール）を必要とする外国
人（主に日本語学校生）に配布する。

通年

多言語ごみ排出指導ビ
デオの作成・配布

簡単なごみ排出ルール解説のＤＶＤ（日、英、中、韓、ベ
トナム、ネパール）を作成、大学や日本語学校に配布、ま
た動画投稿サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」にアップロードした。

通年

ー ー

外国人のための見学案
内・説明用装置の設置

日本語のほか，英･中･韓・仏・露・西・独の音声によ
る説明装置を葛岡工場と粗大ごみ処理施設へ設
置。工場案内パンフレット（日・英併記)を配布。

通年 日本語のほか，英･中･韓・仏・露・西・独の音声によ
る説明装置を葛岡工場と粗大ごみ処理施設へ設
置。工場案内パンフレット（日・英併記)を配布。

通年

外国人のための見学案
内・説明用装置の設置

英語，中国語の字幕・音声による工場の概要説明
動画（一般用と小学生用に区分して作成した。）装
置を松森工場見学者通路に設置し，工場案内パン
フレット（日・英併記）を配布。

通年 英語・中国語の字幕による説明装置を松森工場見
学者通路に設置し，工場案内パンフレット（日・英
併記）を配布。

通年

仙台国際貿易港の振興 仙台港の国際貿易港としての機能強化を目指し、国際コ
ンテナ定期航路誘致のための特別ポートセールスの実
施、また輸出入貨物を仙台港に集荷するための荷主、企
業向けの国内ポートセミナーの開催を行う。

通年 仙台港の国際貿易港としての機能強化を目指し、国際コ
ンテナ定期航路誘致のための海外ポートセールスの実
施、また輸出入貨物を仙台港に集荷するための荷主、企
業向けの国内ポートセミナーの開催を行う。

通年
台湾11名派遣

仙台MEMS産業クラス
ター創成事業（MEMS
ショールーム）

平成18年11月に設置した「仙台MEMSショールーム」を平
成24年5月に東北大学内にリニューアルオープン。

MEMS分野における国内外の先端技術や応用技術、製
品等を公開することにより、MEMS技術の窓口として、地
域内外企業の皆様に対してビジネスの支援を行うことを
目的としている。

通年
（国籍は平成29年よ
り非集計事項）

平成18年11月に設置した「仙台MEMSショールーム」を平
成24年5月に東北大学内にリニューアルオープン。

MEMS分野における国内外の先端技術や応用技術、製
品等を公開することにより、MEMS技術の窓口として、地
域内外企業の皆様に対してビジネスの支援を行うことを
目的としている。

通年
（国籍は平成29年よ
り非集計事項）

仙台MEMS産業クラス
ター創成事業（フラウン
ホーファーシンポジウム）

平成29年から廃止

ー

平成29年から廃止

ー
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

仙台MEMS産業クラス
ター創成事業（iCAN世界
大会）

MEMSデバイスを活用した学生対象のアプリケーションコ
ンテスト（iCAN)世界大会への参加を通じて、各国代表
チームや開催国との国際交流を図る。

平成30年6月
香港4名派遣

MEMSデバイスを活用した学生対象のアプリケーションコ
ンテスト（iCAN)世界大会への参加を通じて、各国代表
チームや開催国との国際交流を図る。

平成29年11月
中国8名派遣

仙台フィンランド健康福
祉センタープロジェクト

仙台フィンランド健康福祉センターを拠点として、仙台及
びフィンランドの企業、大学、利用者等の連携により、IT
等を活用した付加価値の高い健康福祉機器・サービスを
中心に、食品や住環境など、その周辺分野まで幅広く対
象としたウェルビーイング分野の製品・サービス開発・事
業化を促進する。これにより、ウェルビーイング産業のクラ
スター形成とともに、地域企業の事業機会の創出と販路
開拓を支援する。

通年
フィンランド等30名受
入
フィンランド10名派遣

仙台フィンランド健康福祉センターを拠点として、仙台及
びフィンランドの企業、大学、利用者等の連携により、IT
等を活用した付加価値の高い健康福祉機器・サービスを
中心に、食品や住環境など、その周辺分野まで幅広く対
象としたウェルビーイング分野の製品・サービス開発・事
業化を促進する。これにより、ウェルビーイング産業のクラ
スター形成とともに、地域企業の事業機会の創出と販路
開拓を支援する。

通年
フィンランド等３0名
受入
フィンランド10名派遣

IT産業国際連携促進事
業

主に市内のＩＴ・ゲーム関連企業や専門学校等の教育機
関からなる「グローバルラボ仙台コンソーシアム」をプラット
フォームとして，仙台地域の若手人材育成支援やフィンラ
ンド・オウル市と連携した海外展開支援などを通してゲー
ム・アプリケーションをはじめとしたＩＴ産業の振興を図る。

平成30年5月、9月、
11月、平成31年2月
フィンランド8名受入
フィンランド2名派遣

主に市内のＩＴ・ゲーム関連企業や専門学校等の教育機
関からなる「グローバルラボ仙台コンソーシアム」をプラット
フォームとして，仙台地域の若手人材育成支援やフィンラ
ンド・オウル市と連携した海外展開支援などを通してゲー
ム・アプリケーションをはじめとしたＩＴ産業の振興を図る。

平成29年9月、平成
30年2月
フィンランド１2名受
入

仙台市モバイルアプリ国
際展開支援助成金

平成29年度より「仙台市海外チャレンジ支援助成金」に
併合。

ー

平成29年度より「仙台市海外チャレンジ支援助成金」に
併合。

ー

食料品の輸出促進支援
事業

宮城県食品輸出促進協議会等が実施する食料品の輸出
促進事業に参画し、市内企業の取り組みを支援する。
（台湾、香港、韓国、中国）

通年 宮城県食品輸出促進協議会等が実施する食料品の輸出
促進事業に参画し、市内企業の取り組みを支援する。
（台湾、香港、韓国、中国）

通年

仙台市海外市場チャレン
ジ支援助成金

市内企業が海外見本市に参加する場合の経費の一部を
助成する。

通年 市内企業が海外見本市に参加する場合の経費の一部を
助成する。

通年

FOODEX　JAPAN出展 平成30年度より宮城県も出展することとなったため、出展
中止。

ー

市内企業の輸出促進を図るため、アジア最大級の食品・
飲料展示会であるFOODEX　JAPANに出展する。

平成30年3月出展

仙台商工会議所事業費
補助金

接客外国語セミナーの開催、店舗接客状況に関する外
国人モニター派遣、仙台レストランドマップの製作、東北
大学における留学生向け初売り関連出前授業の開講、
中国人向けキャッシュレス決済サービスの導入支援等、
商工会議所が行うインバウンドに資する事業に対して補
助を実施する。

通年 接客外国語セミナーの開催、店舗接客状況に関する外
国人モニター派遣、仙台レストランマップの製作、東北大
学における留学生向け初売り関連出前授業の開講等、
商工会議所が行うインバウンドに資する事業に対して補
助を実施する。

通年

仙台タイ経済交流サポー
トデスク

市内企業および宮城県産品のタイへの輸出・進出に対
し、現地コンサルティング会社に委託し、現地市場情報の
提供、相談対応、現地対応支援を行う。

通年 市内企業および宮城県産品のタイへの輸出・進出に対
し、現地コンサルティング会社に委託し、現地市場情報の
提供、相談対応、現地対応支援を行う。

通年

スタートアップビザ 外国人が日本国内で起業しやすくすることを目的と
した在留資格（経営・管理）の申請時の要件緩和

通年 外国人が日本国内で起業しやすくすることを目的と
した在留資格（経営・管理）の申請時の要件緩和

通年

グローバル人材育成
支援事業

仙台都市圏での創業・就職を希望する学生に対
し、海外留学奨学金を貸与し、海外留学をした学
生がグローバル人材として、地域の国際化・活性化
に寄与し、仙台都市圏の国際競争力を高めること
を目的とした事業。

通年 仙台都市圏での創業・就職を希望する学生に対
し、海外留学奨学金を貸与し、海外留学をした学
生がグローバル人材として、地域の国際化・活性化
に寄与し、仙台都市圏の国際競争力を高めること
を目的とした事業。

通年

外国青年招致事業 JETプログラムにより語学指導助手（ALT），国際交流員
（CIR)を招致する。

通年
各国67名受入

JETプログラムにより語学指導助手（ALT），国際交流員
（CIR)を招致する。

通年
各国67名受入

リバサイド市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。 通年 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成29年度は、姉妹都市提携60周年を記念して、リバサイ
ド市民訪問団の受入を行ったほか、仙台市民訪問団がリ
バサイド市を訪問した。

平成29年5月
アメリカ7名受入
平成29年10月
アメリカ6名派遣
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

レンヌ市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する 通年 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成29年度は、姉妹都市提携50周年を記念して、仙台市
公式訪問団をレンヌ市に派遣したほか、レンヌ市公式訪
問団の受入を行った。

平成29年10月
フランス13名派遣
平成29年11月
フランス6名受入

ミンスク市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。 通年 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。 通年

アカプルコ市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。 通年 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成29年度はアカプルコ市市民訪問団が来仙し、表敬訪
問や文化体験などを実施した。

平成30年3月
メキシコ17名受入

長春市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成30年度は長春市へ仙台市職員を派遣したほか、長春
市訪問団7名の受入を行った。

平成30年8月
中国3名派遣
平成30年12月
中国7名受入

各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成29年度は長春市行政職員による訪問団の受入を行っ
たほか、仙台市職員が長春市にて開催された「第2回中
日韓経済貿易プロジェクト商談会」に参加した。また、日
中国交正常化45周年を記念して北京市で開催された「日
中友好交流都市中学生卓球交歓会」に長春市と合同
チームを編成して出場した。

平成29年4月
中国5名受入
平成29年6月
中国1名派遣
平成29年8月
中国4名派遣
平成30年1月
中国5名受入

ダラス市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。 通年 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成29年度は、姉妹都市提携20周年を迎えたことを記念し
て、仙台市公式訪問団がダラス市を訪問したほか、ダラス
市民訪問団の受入を行った。

平成29年5月
アメリカ6名派遣
平成29年7月
アメリカ14名受入

光州広域市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成30年6月には光州広域市の消防防災分野等職員9名
が来仙し、本市の防災分野部署との意見交換や視察等
を行った。また、平成30年12月には、光州広域市の高校
生等5名が来仙し、市内の高校との学校交流を実施した。

平成30年6月
韓国9名受入
平成30年12月
韓国5名受入

各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成29年度は、姉妹都市提携15周年を迎えたことを記念し
て、仙台市公式訪問団・文化公演団が光州広域市を訪
問したほか、光州広域市公式訪問団・文化公演団の受入
を行った。

平成29年11月
韓国22名派遣
平成29年12月
韓国50名受入

台南市との交流 各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。平
成30年度は台南市へ公式訪問団を派遣し、現地で開催
された国際旅行博の開幕式に出席した。

平成30年11月
台湾7名派遣

各分野における相互交流及び協力を継続・促進する。
平成29年度は、台南市公式訪問団の受入を行った。

平成29年11月
台湾7名受入
平成29年12月
台湾9名受入

姉妹都市を活用した新た
な交流

国際姉妹・友好都市を活用した新たな多都市間ネット
ワーク構築検討のため,日仏自治体交流会議及び日中韓
シンポジウムに参加する。

通年 国際姉妹・友好都市を活用した新たな多都市間ネット
ワーク構築検討のため,日仏自治体交流会議及び日中韓
シンポジウムに参加する。

通年

国際姉妹・友好都市PR ・国際姉妹都市バス「「光州号」の広告掲出を委託する。
姉妹・友好都市バスを修繕する。また、本庁舎内のギャラ
リーにおける掲示や紹介を通して、広く国際姉妹・友好都
市について知ってもらう。
・FPCの活用を通じて、海外メディアに対し本市の魅力を
アピールする。また、東京で開催予定の「仙台の夕べ」に
参加し、外国人参加客の対応を行う。
・魯迅を活かし、中国向けに本市のPRを行う。平成30年
度は魯迅関連行事に出席したほか、'中国3魯迅紀念館
へ本市PRパンフレットを送付した。

通年 国際姉妹都市バス「「光州号」の広告掲出を委託する。姉
妹・友好都市バスを修繕する。また、本庁舎内のギャラ
リーにおける掲示や紹介を通して、広く国際姉妹・友好都
市について知ってもらう。

通年

留学生支援 留学生の状況等に関して関係機関と情報収集をするとと
もに、留学生等を対象とした市営文化施設の減免につい
て周知を行う。

通年 留学生の状況等に関して関係機関と情報収集をするとと
もに、留学生等を対象とした市営文化施設の減免につい
て周知を行う。

通年

海外PR（中国） 平成30年度より「国際姉妹・友好都市PR」へ事業移管

-

魯迅を活かし、中国向けに本市のPRを行う。 通年

来仙要人対応 各国大使など海外の要人が来仙した際、本市の魅力や
都市としての優位性をPRすることで、海外における仙台
の知名度向上を目指す。
※平成30年度より事業移管のため海外PR（来仙キー
バーソン）から事業名変更

-

各国大使など海外の要人が来仙した際、本市の魅力や
都市としての優位性をPRすることで、海外における仙台
の知名度向上を目指す。

-

海外PR（その他） 平成30年度より「国際姉妹・友好都市PR」へ事業移管

- - ー

国際化推進マニュアル作
成

行政の国際化，表敬訪問，英語表記等の国際化推進の
ためのマニュアルを作成し、庁内向け各課ページに掲載
する。

通年 行政の国際化，表敬訪問，英語表記等の国際化推進の
ためのマニュアルを作成し、庁内向け各課ページに掲載
する。

通年
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

外国人が暮らしやすいま
ちづくりの推進

地域における多文化共生の推進に関する各種事業を行
う。

通年 地域における多文化共生の推進に関する各種事業を行
う。

通年

国際化推進事業支援
（翻訳／翻訳チェック）

庁内各課が実施する国際化推進事業に対して英語・中
国語・韓国語等の翻訳支援を行う。

通年 庁内各課が実施する国際化推進事業に対して英語・中
国語・韓国語等の翻訳支援を行う。

通年

国際化推進事業支援
（職員等研修）

（公財）仙台観光国際協会とともに、外国人市民及び職
員が区役所等に講師として出向き、外国人市民の現状や
多文化共生の地域づくりについて研修を行う。

通年 （公財）仙台観光国際協会とともに、外国人市民及び職
員が区役所等に講師として出向き、外国人市民の現状や
多文化共生の地域づくりについて研修を行う。

通年

国際交流研修生の派遣 （一財）自治体国際化協会に職員を派遣し，国際化に対
応した職員の育成を図る。

通年
シンガポール1名派
遣

（一財）自治体国際化協会に職員を派遣し，国際化に対
応した職員の育成を図る。

通年
シンガポール1名派
遣

東北各都市の体験型観
光ブース出展等による海
外プロモーション事業

アジア圏の中で比較的風評被害の少なく、今後の対象市
場国としても６市が有望と考えるタイをターゲットに、これま
での事業を通じて培ったネットワークを活かし、バンコク市
内で開催される旅行博等のイベントにおいて、東北６市の
体験型観光等をPRするため、大手旅行代理店と連携し
ブースを展開するほか、祭りコンテンツや伝統工芸を活用
したプロモーションやWeb・SNSを利用した広告宣伝、現
地旅行会社説明会の実施などに取り組む。また、航空会
社と連携し、東北旅行商品の造成・販売を図る。

平成30年7月～平成
31年3月
タイ28名派遣

これまでの事業を通じて培ったネットワークを活かし、タイ
等で開催される旅行博等のイベントにおいて、東北6市の
体験型観光等をPRするため、大手旅行代理店と連携し
ブースを展開する。また、東北旅行商品の販売促進に向
け、祭りコンテンツや伝統工芸、東北の食の魅力等を活
用したプロモーションやWeb・SNSを利用した広告宣伝の
ほかファムトリップの実施などに取り組む。

平成29年7月～平成
30年3月
タイ49名派遣

東北太平洋沿岸等にお
ける観光復興対策事業

東日本大震災で甚大な被害を受けた沿岸部の観光復興
に向けて、被災４県及び東北観光推進機構と連携して、
東北太平洋沿岸部における外国人観光客の受入環境の
整備やプロモーションを行う。

平成30年6月～平成
31年3月

東北太平洋沿岸に点在する地域資源をインバウンド視点
で再編し、広域語り部ガイドの育成、教育旅行の受入態
勢整備、みちのく潮風トレイルのインバウンド活用等を図
る。
また、東北太平洋沿岸部の観光を推進していく為のプロ
モーション計画や多言語によるツール整備を行い、旅行
商品造成に向けたプロモーションを行うと共に、地域イベ
ントや国際会議等のMICEと連携し、来訪者に実際に造
成した商品をスタディツアーやエクスカーションとして体験
してもらう事で、東北の復興状況や魅力を発信し、風評被
害の払拭を図る。

平成29年6月～平成
30年3月
世界防災フォーラム
外国人参加者　243
名（41か国）

東北の観光案内所のネッ
トワーク化事業

東北のゲートウェイとなる仙台駅や仙台空港の観光案内
所と東北の各都市の観光案内所をSkypeやチャットワーク
を活用してネットワーク化し、東北を訪れた観光客に対し
てより詳細な広域観光情報を多言語で提供し、東北周遊
を促すとともに、共通ツールやWEB等を活用した広域観
光情報の発信を行う。また、東北の観光案内所職員のス
キル向上やおもてなし力向上を図るため、広域観光やイ
ンバウンドに関する合同研修や交流会などを実施する。

平成30年4月～平成
31年3月

東北のゲートウェイとなる仙台駅や仙台空港の観光案内
所と東北の各都市の観光案内所をSkype等の活用により
ネットワーク化し、東北を訪れた観光客に対してより詳細
な広域観光情報を多言語で提供し、東北周遊を促すとと
もに、WebやSNSを通じた広域観光情報の発信を強化す
る。また、東北の観光案内所職員のスキル向上やおもて
なし力向上を図るため、広域観光やインバウンドに関する
合同研修や交流会を実施する。

平成29年4月～平成
30年3月

東北広域マーケティング
事業

東北の交流人口拡大へ向けた施策をより効果的に展開
するため、東北６県及び東北観光推進機構と連携して、
東北を訪れる観光客の消費動向、動態、嗜好性調査など
の東北の広域マーケティングリサーチを行うとともに、観
光マーケティング人材の育成を行う。

平成30年6月～平成
31年3月

- -

インバウンド向け防災観
光推進事業

多様な防災コンテンツを活かして、学びと東北の復興や
魅力が体験できる東北ならではの特色を発信し、海外か
らの教育旅行誘致や防災関係国際会議の誘致など、「防
災ツーリズム」の推進を図る。平成29年度は、既存の防災
コンテンツをインバウンド向けに整備・編集するとともに、
防災コンテンツと一般観光コンテンツと組み合わせて「防
災観光プログラム」を作成し、ICTを活用したウェブサイト
を通じてプログラムを広く海外へ発信する基盤を整備し
た。平成30年度は、海外メディアを活用して広く海外へプ
ロモーションするとともに、専門家や教育旅行関係者を招
いたスタディツアーを開催し、国外への発信力を高める。
また、スタディツアー防災コンテンツの更なる磨き上げ
や、コンテンツの多言語化支援、受入団体の人材育成を
目的とした研修を行うなどして、受入体制の強化も図る。

平成30年6月～平成
31年3月

東日本大震災の経験と教訓を踏まえ、多様な防災コンテ
ンツを活かして、海外からの教育旅行誘致や防災関係国
際会議の誘致など、「防災ツーリズム」の推進を図る。具
体的には、多様な防災コンテンツをインバウンド向けに整
備・編集するとともに、ICTを活用した防災観光ツールや
被災地域との交流プログラムなど防災観光コンテンツの
磨き上げと外国人受入に向けた基盤整備を図ることで、
学びと東北の復興や魅力が体験できる東北ならではの特
色を活かした誘客を図る。また、東日本大震災によって蓄
積された防災アーカイブや震災遺構・復興拠点等の施
設、防災研究などの成果も活かしながら、各国の行政関
係者・学術関係者・メディアなどの防災専門家、日本在住
の留学生も満足しうる防災プログラムを整備することで、
教育旅行や学びを重視する観光客層の誘致に加え、防
災関係者の誘客や防災関係国際会議の誘致に取り組
む。さらに各国の災害研究機関（主にインドネシア、タイ、
ハワイの津波博物館など）等などとも連携して各国・地域
へのプロモーションを行う。

平成29年12月～平
成30年3月
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

第3回Rising Tohoku
Food Fairへの参加

- -

平成28年度事業終了

-

日本語講座 外国人市民を対象に，市民センターやボランティア団体と
の協働により日本語講座を開催し、日常生活に必要な日
本語学習の機会を提供する。

通年 外国人市民を対象に，市民センターやボランティア団体と
の協働により日本語講座を開催し、日常生活に必要な日
本語学習の機会を提供する。

通年

日本語学習ボランティア 外国人市民の日本語学習を支援する日本語ボランティア
の活動をサポートし、学習希望者への紹介及び教習場所
の提供を行うとともに、スキルアップと情報交流のための
研修会を開催する。

通年 外国人市民の日本語学習を支援する日本語ボランティア
の活動をサポートし、学習希望者への紹介及び教習場所
の提供を行うとともに、スキルアップと情報交流のための
研修会を開催する。平成29年度は「日本語ボランティア
入門講座」を実施した。

通年

コミュニティ通訳 行政窓口、保育所、学校等で、日本語が十分に理解でき
ない外国人の手続きや面談をサポートするため、コミュニ
ティ通訳サポーターを育成する。

10月～12月

- -

日本語弁論大会 平成30年度から廃止

-

平成29年度実施せず

-

生活オリエンテーション 外国人市民が安心・安全に暮らすための情報提供を目
的として日本語講座、大学、専門学校、日本語学校等に
出向く出前型のオリエンテーションを行う。様々な情報へ
のアクセスの場としてSenTIAを知ってもらい、資料を提供
する。

通年 外国人市民が安心・安全に暮らすための情報提供を目
的として日本語講座、大学、専門学校、日本語学校等に
出向く出前型のオリエンテーションを行う。様々な情報へ
のアクセスの場としてSenTIAを知ってもらい、資料を提供
する。

通年

生活情報の多言語化 健康、子育て、教育など外国人市民の生活に必要な情
報を、多言語に翻訳して広報する。

通年 健康、子育て、教育など外国人市民の生活に必要な情
報を、多言語に翻訳して広報する。

通年

FMラジオ多言語放送 4つのFMラジオ局の協力を得て、多言語による情報発信
を行う。平常時は生活情報や季節の情報などを提供し、
災害発生時には支援情報を提供するツールとして活用
する。

通年 ３つのFMラジオ局の協力を得て、多言語による情報発信
を行う。平常時は生活情報や季節の情報などを提供し、
災害発生時には支援情報を提供するツールとして活用
する。

通年

外国につながる子ども支
援

外国人児童生徒をはじめとする外国につながる子どもの
学習支援について、学校と地域が協働して支援するため
の環境づくりを行う。「外国につながる子どもサポートせん
だい相談デスク」を設置し、学校や保護者からの相談に
対応するとともに、経験豊富なコーディネーターや、　ボラ
ンティア通訳を学校等に派遣する。

通年 外国人児童生徒をはじめとする外国につながる子どもの
学習支援について、学校と地域が協働して支援するため
の環境づくりを行う。「外国につながる子どもサポートせん
だい相談デスク」を設置し、学校や保護者からの相談に
対応するとともに、経験豊富なコーディネーターや、　ボラ
ンティア通訳を学校等に派遣する。

通年

防災啓発 外国人市民の防災意識を高めるとともに，災害時の外国
人支援を円滑に行うため，多言語による防災情報の発信
と防災訓練への参加を行う。

通年 外国人市民の防災意識を高めるとともに，災害時の外国
人支援を円滑に行うため，多言語による防災情報の発信
と防災訓練への参加を行う。

通年

日本文化体験 平成30年度は実施せず。

-

外国人市民が日本文化への理解を深め、相互交流を図
るため、日本文化体験イベントを開催する。

平成29年6月

国際理解推進 国際交流活動を希望する外国人市民や国際協力団体等
を登録し、仙台市内の学校、市民センター等公的機関が
実施する国際理解推進事業に対して、人材紹介や情報
提供・参加型学習実施協力などの支援を行う。学校や市
民センターの企画担当者向けの研修会も実施する。

通年 国際交流活動を希望する外国人市民や国際協力団体等
を登録し、仙台市内の学校、市民センター等公的機関が
実施する国際理解推進事業に対して、人材紹介や情報
提供・参加型学習実施協力などの支援を行う。

通年

市民活動助成 市民の自主的な国際交流、国際協力、多文化共生等の
活動促進を図るため、事業経費の一部を補助する。

通年 市民の自主的な国際交流、国際協力、多文化共生等の
活動促進を図るため、事業経費の一部を補助する。

通年

せんだい地球フェスタ 仙台国際センターを会場として、国際交流・国際協力・多
文化共生等の活動を行う団体とボランティアが集い、異文
化交流を推進し、国際交流・国際協力・多文化共生につ
いて考えるイベントを開催する。

平成30年9月 仙台国際センターを会場として、国際交流・国際協力・多
文化共生等の活動を行う団体とボランティアが集い、異文
化交流を推進し、国際交流・国際協力・多文化共生につ
いて考えるイベントを開催する。

平成29年9月
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

多文化共生講座 外国人市民及び職員が区役所等に講師として出向き、外
国人市民の現状や多文化共生の地域づくりについて研
修を行う。

通年 外国人市民及び職員が区役所等に講師として出向き、外
国人市民の現状や多文化共生の地域づくりについて研
修を行う。

通年

地球市民育成 平成30年度から廃止

-

市民が自ら世界の諸問題について考え、行動するきっか
けを作るために、多文化共生や開発教育を学ぶ研修会を
行う。また、学んだことを市民に伝えるイベント等の企画・
運営を行う。

通年

せんだい留学生交流委
員

仙台市在住の外国人留学生を「せんだい留学生交流委
員」として委嘱し、当協会事業への協力及び、自主的な
事業の企画・実施を通して、市民に向けた活動や支援を
行う。交流委員には奨励金を支給する。

通年 仙台市在住の外国人留学生を「せんだい留学生交流委
員」として委嘱し、当協会事業への協力及び、自主的な
事業の企画・実施を通して、市民に向けた活動や支援を
行う。交流委員には奨励金を支給する。

通年

来仙市民団交流 国際姉妹友好都市等の海外諸都市から仙台を訪れる市
民団を受け入れ、ホームステイや市民団体との交流を通
して、草の根の交流を促進する。

平成30年5月
各姉妹都市等
29名受入

国際姉妹友好都市等の海外諸都市から仙台を訪れる市
民団を受け入れ、ホームステイや市民団体との交流を通
して、草の根の交流を促進する。

平成29年5月
各姉妹都市等
44名受入
7月7名受入

青少年受入 来仙する海外諸都市の青少年との交流を通して、青少年
の相互理解・交流を推進する。

通年 来仙する海外諸都市の青少年との交流を通して、青少年
の相互理解・交流を推進する。

通年

ダラス市青少年訪問団派
遣・受入

米国からの震災支援であるTOMODACHIイニシアチブを
活用した事業。平成30年度は仙台市の国際友好都市で
あるダラス市（アメリカ）の高校生を受け入れ，被災地視察
や青少年交流を行う。

平成30年7月
アメリカ7名受入

米国からの震災支援であるTOMODACHIイニシアチブを
活用した事業。
平成29年度も平成27年度と同様に招待を受け、高校生を
募集しダラス市に派遣する。

平成29年8月
アメリカ
派遣6名

調査･研究 多文化共生等にかかる現状、課題、今後の方向につい
て、テーマを決めて調査・研究を行う。平成30年度は「日
本語学習支援に関する調査」を実施する。

通年 多文化共生等にかかる現状、課題、今後の方向につい
て、テーマを決めて調査・研究を行う。平成29年度は「外
国人の暮らしやすいまちづくりの推進にかかる基礎調査」
を実施する。

通年

留学生就職活動支援 留学生が日本で就職し、地域の人材として活躍できるよ
う、関係機関との協力により就職に関する情報提供や意
見交換会等を開催する。

通年 留学生が日本で就職し、地域の人材として活躍できるよ
う、関係機関との協力により就職に関する情報提供や意
見交換会等を開催する。

通年

広報 国際交流に関する情報等を広く広報するため、協会ホー
ムページの運営等を行う。協会事業や外国人市民・市民
団体の活動を紹介する日本人向け広報誌「交流コー
ナーだより（日本語）」、外国人向け広報紙「SENDAI
Lifestyle（やさしい日本語、英、中、韓）」を年4回発行す
る。
メールマガジンで、協会事業や仙台市内で開催される国
際交流事業の広報を行う。（日、英、中、韓）

通年 国際交流に関する情報等を広く広報するため、協会ホー
ムページの運営等を行う。協会事業や外国人市民・市民
団体の活動を紹介する日本人向け広報誌「交流コー
ナーだより（日本語）」を隔月発行、外国人向け広報紙
「SENDAI Lifestyle（やさしい日本語、英、中、韓）」を年4
回発行する。
メールマガジンで、協会事業や仙台市内で開催される国
際交流事業の広報を行う。（日、英、中、韓）

通年

留学生ネットワーク情報
発信

facebookやブログなどのソーシャルメディアを活用し、留
学生等の外国人市民から見た仙台の魅力や復興の様子
を日本全国及び世界に発信する。留学生交流委員ＯＢ・
ＯＧの協力も得て、海外における情報拡散を図る。

通年 facebookやブログなどのソーシャルメディアを活用し、留
学生等の外国人市民から見た仙台の魅力や復興の様子
を日本全国及び世界に発信する。留学生交流委員ＯＢ・
ＯＧの協力も得て、海外における情報拡散を図る。

通年

交流コーナーにおける情
報の提供

市民の国際活動、外国人市民の生活を支援するための
情報、観光情報等を提供する。また、電話による三者間
通話（英語・韓国語・タガログ語・中国語、ネパール語、ベ
トナム語、ポルトガル語）による情報提供やコミュニケ―
ションの支援を行う。

通年 市民の国際活動、外国人市民の生活を支援するための
情報、観光情報等を提供する。また、電話による三者間
通話（英語・韓国語・タガログ語・中国語、ネパール語、ベ
トナム語、ポルトガル語）による情報提供やコミュニケ―
ションの支援を行う。

通年

外国語版生活便利帳 外国人市民のための生活情報をまとめた『生活便利帳』
を編集・配布（日・英・中・韓・べトナム語併記）。

通年 外国人市民のための生活情報をまとめた『生活便利帳』
を編集・配布（日・英・中・韓・べトナム語併記）。

通年

図書･ビデオ･新聞及び
雑誌の購入，貸し出し

各国紹介図書・ビデオ・主要新聞・雑誌を購入し，閲覧・
貸出に供する。

通年 各国紹介図書・ビデオ・主要新聞・雑誌を購入し，閲覧・
貸出に供する。

通年

災害時言語ボランティア
育成

災害時に備えて、仙台市災害時言語ボランティア登録希
望者に対してガイダンスを実施するほか、登録者に対す
る研修や情報提供を行う。

通年 災害時に備えて、仙台市災害時言語ボランティア登録希
望者に対してガイダンスを実施するほか、登録者に対す
る研修や情報提供を行う。

通年

災害多言語支援センター 大規模災害発生時に，外国人市民及び旅行・会議参加
の短期滞在者等，言葉や習慣の違いから情報を入手し
にくく，支援を受けられない恐れのある外国人を支援する
ため，必要な情報を収集し，多言語化して提供する災害
多言語支援センターを運営する。

通年 大規模災害発生時に，外国人市民及び旅行・会議参加
の短期滞在者等，言葉や習慣の違いから情報を入手し
にくく，支援を受けられない恐れのある外国人を支援する
ため，必要な情報を収集し，多言語化して提供する災害
多言語支援センターを運営する。

通年

42
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

仙台市観光情報センター
運営

外国語版パンフレットの配布、英語対応による窓口案内
等を行う。

通年 外国語版パンフレットの配布、英語対応による窓口案内
等を行う。

通年

仙台空港観光ポスター掲
示

ー ー

平成29年度から廃止

（公財）仙台観光国際協
会運営費補助金

国際会議観光都市仙台のイメージ定着へ向けた広報･宣
伝，コンベンション誘致，主催者への支援等の事業を通し
て，国際化の推進及び地域経済の活性化に寄与すること
を目的とする同団体に対し，補助金を交付する。

通年 国際会議観光都市仙台のイメージ定着へ向けた広報･宣
伝，コンベンション誘致，主催者への支援等の事業を通し
て，国際化の推進及び地域経済の活性化に寄与すること
を目的とする同団体に対し，補助金を交付する。

通年

東北六市連携による「二
世週祭」、「観光物産フェ
ア」におけるプロモーショ
ン ー ー

平成29年度から廃止

外国人客対応力向上事
業

在仙の留学生交流委員との協働により、仙台泉西部地区
の宿泊施設社員と、定義地区の土産物店社員の外国人
客対応力の向上を図る。

平成30年11月～12月在仙の留学生交流委員・ALTとの協働により、秋保・作並
地区の宿泊施設社員の外国人客対応力の向上を図る。

平成29年6月～
平成30年2月

外国語マップ改訂増刷事
業

観光情報を網羅した外国人向けの総合観光マップを作
成し、インバウンドの促進につなげる。

平成30年5月～7月 観光情報を網羅した外国人向けの総合観光マップを作
成し、インバウンドの促進につなげる。

平成29年5月～7月

仙台シティマップ増刷事
業

仙台市内の地図情報を中心とした多言語マップを作成
し、インバウンドの促進につなげる。

平成30年4月 仙台市内の地図情報を中心とした多言語マップを作成
し、インバウンドの促進につなげる。

平成29年5月～6月

西部地区インバウンド対
応強化事業

－ －

秋保ビジターセンター、湯のまち作並観光交流館「ラサン
タ」に多言語表記の案内看板を設置し、インバウンド向け
サービスの充実・強化を図る。また、冠川根白石発電所
跡に解説板および誘導サインを設置し、多言語サイン等
の充実を図る。

平成29年10月～平
成30年3月

外国人観光客向け仙台
圏交通フリーパス造成事
業

「仙台まるごとパス」の外国人観光客向けサービス
「SENDAI　AREA　PASS」を事業展開（販売）。外国人旅
行者向けにWEBや紙媒体等でのプロモーションを実施。

通年 「仙台まるごとパス」の外国人観光客向けサービス
「SENDAI　AREA　PASS」を事業展開（販売）。外国人旅
行者向けにWEBや紙媒体等でのプロモーションを実施。

通年

ＶＲ等技術を活用した観
光資源の魅力創出事業

歴史的風景や建造物をＶＲ（バーチャルリアリティ）により
再現する事業において、ＶＲ利用者へ操作方法や当該
史跡等の概要を案内するウエブの多言語化（英語、中国
語簡体字、中国語繁体字、韓国語、タイ語）を実施し、イ
ンバウンドの促進につなげる。

平成31年3月より実
施予定

－ －

るーぷる仙台に係る
多言語対応

仙台市の主な観光地を巡回するシティループルバス
「るーぷる仙台」のパンフレットやＷＥＢサイト、車内アナウ
ンス等の多言語化等の受入環境の整備を行っている。

通年 － －

インバウンド推進事業 本市への外国人観光客の誘致促進を図るため、魅力的
な観光資源・滞在コンテンツや受入環境の充実を図るとと
もに、市場別の嗜好やニーズ等に応じた効果的なプロ
モーションを展開する。

通年 本市への外国人観光客の誘致促進を図るため、魅力的
な観光資源・滞在コンテンツや受入環境の充実を図るとと
もに、市場別の嗜好やニーズ等に応じた効果的なプロ
モーションを展開する。

通年

コンベンション誘致 国際会議や各種コンベンションを仙台市に誘致するた
め、様々な支援制度の整備、PRツールの作成、各種セミ
ナー等による受入体制の強化を行うほか、海外見本市等
への出展や会議キーパーソンの招請など、様々な誘致
セールスの実施を図る。

通年 国際会議や各種コンベンションを仙台市に誘致するた
め、様々な支援制度の整備、PRツールの作成、各種セミ
ナー等による受入体制の強化を行うほか、海外見本市等
への出展や会議キーパーソンの招請など、様々な誘致
セールスの実施を図る。

通年

仙台国際センター運営管
理

仙台市のコンベンション施設の中核となる仙台国際セン
ターを指定管理者制度により運営する。

通年 仙台市のコンベンション施設の中核となる仙台国際セン
ターを指定管理者制度により運営する。

通年
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

仙台国際センター施設整
備

仙台国際センターの機能拡充や老朽化対策を行い、交
流人口の拡大に寄与する。

通年 仙台国際センターの機能拡充や老朽化対策を行い、交
流人口の拡大に寄与する。

通年

仙台空港利用促進 東北の拠点空港として，仙台空港の国際化を促進するた
め，国際定期路線の開設やチャーター便の充実に向け
たエアポートセールスの実施，各関係機関への要望活動
等，空港の利用促進のための各種事業の実施を図る。

通年 東北の拠点空港として，仙台空港の国際化を促進するた
め，国際定期路線の開設やチャーター便の充実に向け
たエアポートセールスの実施，各関係機関への要望活動
等，空港の利用促進のための各種事業の実施を図る。

通年

仙台国際ハーフマラソン
大会開催

仙台国際ハーフマラソン大会において、国際姉妹都市等
8都市から選手を招待し、国際大会としての実績を積むと
ともに市民団体等を含めた国際交流を図る。

平成30年5月
8都市（国際姉妹都
市等）23名受入

仙台国際ハーフマラソン大会において、国際姉妹都市等
8都市から選手を招待し、国際大会としての実績を積むと
ともに市民団体等を含めた国際交流を図る。

平成29年5月
8都市（国際姉妹都
市等）24名受入

「全レンヌ走る日」選手団
派遣

平成30年度未実施 平成29年度未実施

仙台カップ国際ユース
サッカー大会開催

仙台カップ国際ユースサッカー大会（仙台カップ）他３つ
のスポーツイベントを仙台ブランドのスポーツイベントとし
て継続開催し、スポーツの振興をはかるとともに、広く仙
台をアピールする。

平成30年度は休止 仙台カップ国際ユースサッカー大会（仙台カップ）他３つ
のスポーツイベントを仙台ブランドのスポーツイベントとし
て継続開催し、スポーツの振興をはかるとともに、広く仙
台をアピールする。

平成29年度は休止

東京オリンピック・パラリン
ピックに向けたホストタウ
ン交流事業

2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、内閣
官房が推進する「ホストタウン構想」に基づき、イタリア共
和国のキャンプ誘致及び同国との各種文化・スポーツを
通した関連事業を実施する。

通年
（主な事業
・平成30年8月、仙台
市Ｕ15野球選抜
チーム18名をイタリア
に派遣
・平成30年9月、世界
バレー女子イタリア・
アゼルバイジャン代
表チーム計50名の合
宿受入れ）

2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、内閣
官房が推進する「ホストタウン構想」に基づき、イタリア共
和国のキャンプ誘致及び同国との各種文化・スポーツを
通した関連事業を実施する。

通年
（主な事業
・平成29年9月、サッ
カーU19セリエＢ代表
チーム30名をイタリア
から招聘。
・平成29年10月、仙
台市Ｕ15女子バレー
選抜チーム15名をイ
タリアに派遣）

仙台国際音楽コンクール
開催

才能ある若い音楽家を輩出することにより、世界の音楽文
化の振興・国際的文化交流の推進に寄与することを目的
として、２００１年「仙台国際音楽コンクール」を創設した。
２０１９年に行われる第７回の準備及び関連事業を実施。

通年
関連事業として、第６
回の入賞者３名を海
外より招聘して演奏
会を実施。（H30年12
月現在）

才能ある若い音楽家を輩出することにより、世界の音楽文
化の振興・国際的文化交流の推進に寄与することを目的
として、２００１年「仙台国際音楽コンクール」を創設した。
２０１９年に行われる第７回の準備及び関連事業を実施。

通年
関連事業として、第６
回の入賞者３名を海
外より招聘して演奏
会を実施。

英語による能講座

国際都市計画交流組織
への参画

20政令指定都市で協議会を設置し，都市計画分野での
国際的な情報交流や調査研究を行っている。

通年 20政令指定都市で協議会を設置し，都市計画分野での
国際的な情報交流や調査研究を行っている。

通年

仙台の都市計画パンフ
レット（電子版）作成

平成29年度にデータ作成した「仙台の都市計画2017（英
語版）」を仙台市ホームページに掲載。

通年 「仙台の都市計画2017（英語版）」（データのみ）を作成。 通年

留学生の住生活の安定
に資する施策

市営住宅への入居の際，特例措置として学長等の副申
書をもって，連帯保証人の保証書への代用とする。

通年 市営住宅への入居の際，特例措置として学長等の副申
書をもって，連帯保証人の保証書への代用とする。

通年

市営住宅入居者への暮
らしのガイドパンフレット

英・中・韓国語併記の暮らしのガイド(概要版）作成配付 通年 英・中・韓国語併記の暮らしのガイド(概要版）作成配付 通年

市営住宅入居募集の案
内

仙台市ホームページに「仙台市営住宅入居募集のご案
内」の外国語版（英語・中国語・韓国語）へのリンクを作成
し、外国人に向けて周知する。

通年

ー ー

仙台市民間賃貸住宅入
居支援制度

仙台市内に居住を希望し、家賃等の支払い能力はあるも
のの保証人がいないことで民間賃貸住宅への入居が困
難になっている方に対し、保証会社を利用することで円
滑に入居できるよう、本制度の協力保証会社や協力会員
（不動産業者）に関する情報提供を行う。

通年 仙台市内に居住を希望し、家賃等の支払い能力はあるも
のの保証人がいないことで民間賃貸住宅への入居が困
難になっている方に対し、保証会社を利用することで円
滑に入居できるよう、本制度の協力保証会社や協力会員
（不動産業者）に関する情報提供を行う。

通年
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

「すらーり仙台“地下鉄で
めぐる旅”」の作成

地下鉄を利用した旅を気軽に楽しんでもらうために、旅の
小冊子「すらーり仙台“地下鉄でめぐる旅”」の英語版を配
布及び仙台市ホームページに掲載。

通年 地下鉄を利用した旅を気軽に楽しんでもらうために、旅の
小冊子「すらーり仙台“地下鉄でめぐる旅”」の英語版を配
布及び仙台市ホームページに掲載。

通年

道路案内標識整備 道路案内標識に英語表記を併記。 通年 道路案内標識に英語表記を併記。 通年

歩行者系案内誘導サイン
整備

地下鉄東西線各駅や駅周辺施設を案内・誘導するため，
英語を併記した歩行者系サインを新設・更新。主要施設
には中国語，韓国語も併記。

通年 地下鉄東西線各駅や駅周辺施設を案内・誘導するため，
英語を併記した歩行者系サインを新設・更新。主要施設
には中国語，韓国語も併記。

通年

留学生へのリサイクル自
転車の提供

留学生支援団体と連携し，留学生へのリサイクル自転車
の提供を行い，留学生の支援と資源の有効活用を図る。
（SENDAI留学生リサイクル事業推進協議会への協力）

平成30年4月，10月 留学生支援団体と連携し，留学生へのリサイクル自転車
の提供を行い，留学生の支援と資源の有効活用を図る。
（SENDAI留学生リサイクル事業推進協議会への協力）

平成29年4月，6月，
10月

駐輪場ガイドの多言語化 英語を併記した，自転車利用のマナー・仙台市条例等に
ついてのパンフレット『駐輪場ガイド』を配布

通年 英語を併記した，自転車利用のマナー・仙台市条例等に
ついてのパンフレット『駐輪場ガイド』を配布

通年

交流の森 姉妹都市交流や、仙台国際音楽コンクール等の開催記
念として、国内外の人々が本市を訪れた際に、公園や緑
地等で記念植樹を行う。

実績なし 姉妹都市交流や、仙台国際音楽コンクール等の開催記
念として、国内外の人々が本市を訪れた際に、公園や緑
地等で記念植樹を行う。

実績なし

公園整備 公園整備に伴い，園名板を設置する際に英語表記を併
用する。

通年 公園整備に伴い，園名板を設置する際に英語表記を併
用する。

通年

大年寺山公園ガイドマッ
プ

公園内の案内パンフレットについて、英語版を作成してい
る。

通年 公園内の案内パンフレットについて、英語版を作成してい
る。

通年

海岸公園再整備事業

（事業完了） -

公園内の案内サインについて、二か国語表記（英語）を
行う。

通年

青葉山公園整備

- - - -

西公園再整備事業

- -

公園内の案内サインについて、二か国語表記（英語）を
行う。

通年

IWA参加 東京都で開催された「2018年第11回国際水協会（IWA)
世界会議・展示会において、下水道事業部より2名がポス
ターセッション（世界会議に投稿された論文のポスター発
表）へ参加した

期間：9月16日から21
日
会場：東京ビッグサイ
ト
参加者：世界100カ
国以上から6,000名
（国内4,000名、海外
2,000名）

ー ー

JICA草の根技術協力事
業（トルコ共和国イズミル
市）

JICA草の根技術協力事業（2016.3-2019.3の３年間）を活
用して、トルコ共和国イズミル市のリスク管理に基づいた
下水道管路更新計画立案能力を向上させるプロジェクト
を実施する年２回の職員派遣（各１～２週間）と年１回のイ
ズミル市上下水道局職員（IZSU)の受入れ（２週間）を予
定している。

7月　9名受入れ
11月　4名派遣
1月　7名派遣

JICA草の根技術協力事業（2016.3-2019.3の３年間）を活
用して、トルコ共和国イズミル市のリスク管理に基づいた
下水道管路更新計画立案能力を向上させるプロジェクト
を実施する年２回の職員派遣（各１～２週間）と年１回のイ
ズミル市上下水道局職員（IZSU)の受入れ（２週間）を予
定している。

7月-8月　7名受入れ
11月　7名派遣
2月　4名派遣
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

JICA課題別研修事業（中
南米諸国）

JICA課題別研修事業（平成28年度より３年間）に参加す
る中南米諸国からの研修員を年１回、約１ヶ月間受け入
れる。研修員は、災害リスク管理に配慮したアセットマネ
ジメントシステムを活用した下水道資産管理に関する講
義、ワークショップ、施設見学等に参加し、各自アクション
プランを作成する。

８名受入 JICA課題別研修事業（平成28年度より３年間）に参加す
る中南米諸国からの研修員を年１回、約１ヶ月間受け入
れる。研修員は、災害リスク管理に配慮したアセットマネ
ジメントシステムを活用した下水道資産管理に関する講
義、ワークショップ、施設見学等に参加し、各自アクション
プランを作成する。

10名受入

水処理施設復興の情報
発信

- - - -

マダガスカル共和国チン
バザザ動植物公園との種
の保存に関する共同研
究

八木山動物公園とチンバザザ動植物公園で希少種の飼
育繁殖等の共同研究に関する協定に基づく事業を推進
し，希少種であるカンムリキツネザルの導入を目指してい
たが、日本への輸送にあたる航空会社が見つからないこ
と、国内検疫施設が災害により使用不可能なことおよび
共同で事業に取り組んでいる北九州市と同園の協力協
定の有効期間が経過している状態であり、進捗が停止し
ている。

なし 八木山動物公園とチンバザザ動植物公園で希少種の飼
育繁殖等の共同研究に関する協定に基づく事業を推進
し，希少種であるアイアイや他のキツネザル導入を目指し
ていたが、導入予定個体の死亡によりカンムリキツネザル
のみの導入に変更。当市同様に同園と協力協定を締結
している北九州市と連携して日本国内での保存繁殖を目
指す。

平成29年12月
マダガスカル共和国
３名派遣

マダガスカルの自然環境
保全に関わる環境教育
事業

JICA（独立行政法人国際協力機構）の草の根技術協力
事業により実施するもので，八木山動物公園並びに宮城
教育大学で保有している技術をマダガスカル共和国チン
バザザ動植物公園に伝え，技術向上を図るとともに，環
境教育プログラムを作成し，環境保全に関する人材育成
を図る。

平成30年6月
マダガスカル共和国
4名受入
平成30年8月
マダガスカル共和国
1名派遣（仙台市1
名）
平成２９年９月
マダガスカル共和国
4名受入
平成２９年10月
マダガスカル共和国
3名派遣（仙台市3
名）

JICA（独立行政法人国際協力機構）の草の根技術協力
事業により実施するもので，八木山動物公園並びに宮城
教育大学で保有している技術をマダガスカル共和国チン
バザザ動植物公園に伝え，技術向上を図るとともに，環
境教育プログラムを作成し，環境保全に関する人材育成
を図る。

平成29年6月
マダガスカル共和国
３名派遣（仙台市２
名、宮教大１名）
平成２９年９月
マダガスカル共和国
4名受入
平成２９年11月
マダガスカル共和国
2名派遣（仙台市1
名、宮教大１名）
平成30年2月
マダガスカル共和国
5名派遣（仙台市3
名、宮教大3名）

課名等案内表示板設置 英語併記の課名表示板等の設置。 随時 英語併記の課名表示板等の設置。 随時

英語嘱託職員の採用 ５区役所を対象に、英語の翻訳業務・通訳業務を行う。 随時 ５区役所を対象に、英語の翻訳業務・通訳業務を行う。 随時

作並観光交流センター多
言語サイン設置

英語併記の施設記名サイン、予告サインの設置。 通年 英語併記の施設記名サイン、予告サインの設置。 通年

せんだい日本語講座 在仙等の外国人に対し，日常生活に必要な日本語習得
の機会を提供する。また，日本や仙台の伝統文化に触れ
交流する場を設定し，国際交流及び多文化理解を促進さ
せる。

平成30年4月～平成
31年3月

在仙等の外国人に対し，日常生活に必要な日本語習得
の機会を提供する。また，日本や仙台の伝統文化に触れ
交流する場を設定し，国際交流及び多文化理解を促進さ
せる。

平成29年4月～平成
30年3月

子どものための日本語講
座

日本語を母語としない小学生，中学生に日本語を学習す
る機会を提供し，充実した学校生活が送れるように支援
する。

平成30年5月～平成
31年2月

日本語を母語としない小学生，中学生に日本語を学習す
る機会を提供し，充実した学校生活が送れるように支援
する。

平成29年5月～平成
30年2月

英語による119番通報受
付

英語による119番通報受付要領を作成し対応している。 通年 英語による119番通報受付要領を作成し対応している。 通年

外国人救急カードの活用 仙台市に居住，または旅行等で訪れた外国人からの救
急要請に対応するため，救急カード（９ヶ国語）を救急隊
に配置し、これを活用する。

通年 仙台市に居住，または旅行等で訪れた外国人からの救
急要請に対応するため，救急カード（９ヶ国語）を救急隊
に配置し、これを活用する。

通年

外国人を対象とした救命
講習会等の実施

在仙の外国人を対象とし、救命講習会（修了証も交付）の
内容を中心としながら、併せて救急関係者との交流の場
とする。

通年 在仙の外国人を対象とし、救命講習会（修了証も交付）の
内容を中心としながら、併せて救急関係者との交流の場
とする。

通年
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

外国籍の子どもの市立
小・中学校への受入

日本の就学年齢にあたる外国籍の子どもで，本市立小･
中学校への就学を希望する者を受入れる。

通年 日本の就学年齢にあたる外国籍の子どもで，本市立小･
中学校への就学を希望する者を受入れる。

通年

国際交流活動推進 児童・生徒が，直接外国人に接することを通じて，外国人
に対する理解を深め，国際的な交流・協力のための資質
や能力を育成することをねらいとし，国際交流活動を行う
学校に対して謝金を援助する。

通年 児童・生徒が，直接外国人に接することを通じて，外国人
に対する理解を深め，国際的な交流・協力のための資質
や能力を育成することをねらいとし，国際交流活動を行う
学校に対して謝金を援助する。

通年

外国人子女等指導協力
者派遣事業

市立の小･中学校に在籍している外国人子女等に対し，
母国語等での会話ができる指導協力者を派遣し，不安の
解消を図り簡単な日本語の会話を指導し，円滑な学校生
活を営むことができる能力を育成する。

通年 市立の小･中学校に在籍している外国人子女等に対し，
母国語等での会話ができる指導協力者を派遣し，不安の
解消を図り簡単な日本語の会話を指導し，円滑な学校生
活を営むことができる能力を育成する。

通年

ハローワールドプラン 国際化の進展に対応するため，全市立中学校･中等教育
学校・高等学校および一部の小学校に外国語指導助手
を配置する。各学校において，英語担当教員の助手
（ALT）として英語授業の補助，補助教材作成の補助，課
外活動への協力などに従事するとともに仙台市民との交
流を行う。併せて小学校外国語活動に対してもＡＬＴの派
遣を行なうとともに，小学校外国語教育の充実に向けて
独自採用ＡＬＴによる小学校訪問を実施し，小学校教員
及びＡＬＴの指導力向上を図る。

通年 国際化の進展に対応するため，全市立中学校･中等教育
学校・高等学校および一部の小学校に外国語指導助手
を配置する。各学校において，英語担当教員の助手
（ALT）として英語授業の補助，補助教材作成の補助，課
外活動への協力などに従事するとともに仙台市民との交
流を行う。併せて小学校外国語活動に対してもＡＬＴの派
遣を行なうとともに，小学校外国語教育の充実に向けて
独自採用ＡＬＴによる小学校訪問を実施し，小学校教員
及びＡＬＴの指導力向上を図る。

通年

小学校英語活動サポート
事業

東北学院大学との連携により，学生ボランティアによる小
学校外国語活動，小学校教員対象の研修会を実施する
など，小学校における国際理解教育の推進を図る。

通年 東北学院大学との連携により，学生ボランティアによる小
学校外国語活動，小学校教員対象の研修会を実施する
など，小学校における国際理解教育の推進を図る。

通年

仙台市歴史民俗資料館
リーフレットの配布

外国人来館者に対し、英語版リーフレットを配布 通年 外国人来館者に対し、英語版リーフレットを配布 通年

仙台市富沢遺跡保存館
リーフレットとパンフレット
の配布

外国人来館者に対し、英語版リーフレットを配布 通年 外国人来館者に対し、英語版リーフレットを配布 通年

仙台市富沢遺跡保存館
英語による遺跡（館内）解
説

英語での解説を希望する来館者に、学芸員・ボランティア
が解説（対応可能な場合）

通年 英語での解説を希望する来館者に、学芸員・ボランティア
が解説（対応可能な場合）

通年

仙台市縄文の森広場リー
フレットの配布

外国人来館者に対し、英語版リーフレットを配布 通年 外国人来館者に対し、英語版リーフレットを配布 通年

仙台市富沢遺跡保存館・
仙台市縄文の森広場
国際考古遺産教育博覧
会・国際文化財教育ワー
クショップ事業

韓国で開催の第26回漣川全谷里旧石器祭りで実施され
る教育博覧会・ワークショップへ招待を受けて、仙台市富
沢遺跡保存館及び仙台市縄文の森広場の施設概要に
ついてパワーポイントを使用して紹介した。さらに期間中
のイベントとして「石器づくり実演」を行った。

5月
韓国
2名派遣

韓国で開催の第25回漣川全谷里旧石器祭りで実施され
る教育博覧会・ワークショップへ招待を受けて、仙台市富
沢遺跡保存館及び仙台市縄文の森広場の施設概要に
ついてパワーポイントを使用して紹介した。さらに期間中
のイベントとして「石器づくり実演」を行った。

5月
韓国
2名派遣

仙台市富沢遺跡保存館
韓国からの視察受入

韓国の全谷里先史博物館のイ・ハニョン館長一行の視察
を受け入れた。

9月
韓国
3名受入

- -

仙台市富沢遺跡保存館
第78回企画展関連の講
演会・シンポジウム

平成29年から廃止

-

平成29年から廃止

-

天体観測の情報交換 天文台で観察する彗星，小惑星の位置観測及び小惑星
の発見観測等の国際天文連合（IAU)への情報交換及び
他天文施設との情報交換。

通年 天文台で観察する彗星，小惑星の位置観測及び小惑星
の発見観測等の国際天文連合（IAU)への情報交換及び
他天文施設との情報交換。

通年

天文台運営管理 天文台における外国人向け施設案内パンフレット（英、
中、ハングル）及び大型望遠鏡解説シート（英）を配布

通年 天文台における外国人向け施設案内パンフレット（英、
中、ハングル）及び大型望遠鏡解説シート（英）を配布

通年

天文台運営管理 天文台における展示品解説シート（外国語版）の作成
（英、中、ハングル）

通年 天文台における展示品解説シート（外国語版）の作成
（英、中、ハングル）

通年

せんだいメディアテーク
ホームページ

せんだいメディアテークの建築理念、施設概要、サービ
ス、主催イベント告知等を掲載するホームページの英語
版を継続的に拡充する。

通年 せんだいメディアテークの建築理念、施設概要、サービ
ス、主催イベント告知等を掲載するホームページの英語
版を継続的に拡充する。

通年

ガイドツアー 日本を代表する現代建築であるメディアテークに世界中
から訪れる見学者及び団体への対応として、外国語担当
スタッフによるガイドツアーを実施している。

通年 日本を代表する現代建築であるメディアテークに世界中
から訪れる見学者及び団体への対応として、外国語担当
スタッフによるガイドツアーを実施している。

通年
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

総合案内（英語，中国，
韓国，フランス語版）

メディアテークの理念、利用者の方がメディアテークで受
けられるサービスの種類、各階の平面図や案内、建物の
特徴・データ等を解説

通年 メディアテークの理念、利用者の方がメディアテークで受
けられるサービスの種類、各階の平面図や案内、建物の
特徴・データ等を解説

通年

仙台城見聞館リーフレット
の配布

外国人来館者に対し、英語版、中国語版、韓国語版リー
フレットを配布

通年 外国人来館者に対し、英語版、中国語版、韓国語版リー
フレットを配布

通年

常設展示資料キャプショ
ンの英語併記

常設展示は，H9から年4回の大幅資料入替を行ってお
り，展示替え時に，キャプション(解説プレート）への英語
併記を行う。

通年 常設展示は，H9から年4回の大幅資料入替を行ってお
り，展示替え時に，キャプション(解説プレート）への英語
併記を行う。

通年

留学生の博物館観覧料
の減免措置

留学生に仙台の歴史･文化を知ってもらうため，観覧料を
減免する（常設展：10割減免，特別展：5割減免）。

通年 留学生に仙台の歴史･文化を知ってもらうため，観覧料を
減免する（常設展：10割減免，特別展：5割減免）。

通年

常設展示音声ガイド（英・
中・韓）

常設展示に３カ国語の音声ガイドを設置する。 通年 常設展示に３カ国語の音声ガイドを設置する。 通年

解説ボランティアの育成 常設展示を観覧者に解説するボランティアのうち，特に英
語解説可能なボランティアを育成する。

通年 常設展示を観覧者に解説するボランティアのうち，特に英
語解説可能なボランティアを育成する。

通年

博物館のホームページの
拡充

博物館のホームページのうち，年間の展覧会案内を更新
し英語版を充実させる。

通年 博物館のホームページのうち，年間の展覧会案内を更新
し英語版を充実させる。

通年

3ヶ国語リーフレットの配
布

外国人来館者に対して，英･中･韓の3ヶ国語のリーフレッ
トを配布する。

通年 外国人来館者に対して，英･中･韓の3ヶ国語のリーフレッ
トを配布する。

通年

仙台市博物館要覧の配
布

外国人来館者に対して，日･英併記の要覧を配布する。
（希望者）

通年 外国人来館者に対して，日･英併記の要覧を配布する。
（希望者）

通年

常設展示室内3カ国語解
説版の設置

常設展示室内の展示コーナー毎に英・中・韓の3カ国語
の解説版を設置する。

通年 常設展示室内の展示コーナー毎に英・中・韓の3カ国語
の解説版を設置する。

通年

科学館英語版入館のし
おり

留学生など外国人の来館者に対して，英語版入館のしお
りを配布する。

通年 留学生など外国人の来館者に対して，英語版入館のしお
りを配布する。

通年

留学生の入館料減免措
置

留学生の入館料を減免する（常設展：10割減免、特別
展：5割減免）。

通年 留学生の入館料を減免する（常設展：10割減免、特別
展：5割減免）。

通年

Wi-Fi環境整備 Wi-Fi環境を整備し、外国人利用者の利便性を高める。 通年 Wi-Fi環境を整備し、外国人利用者の利便性を高める。
（SENDAI free Wi-Fi設置。）

平成29年6月

音声翻訳機の活用 多言語対応の音声翻訳機を総合案内に設置し、外国人
利用者への案内時に活用する。

平成31年1月
― ―

利用案内の作成（英・中・
韓）

外国人来館者に対して利用案内（英・中・韓）を配置す
る。

通年 外国人来館者に対して利用案内（英・中・韓）を配置す
る。

通年

図書館のホームページの
拡充

図書館のホームページを自動翻訳ソフトにより翻訳（英・
中・韓）する。

通年 図書館のホームページを自動翻訳ソフトにより翻訳（英・
中・韓）する。

通年

視察受入

－ － － －

仙台・宮城ミュージアムア
ライアンス地域創造活動
事業　外国人利用のため
の環境整備事業

英訳付ミュージアム紹介パンフレットの作成など、外国人
利用のための環境整備を行う。

通年 英訳付ミュージアム紹介パンフレットの作成など、外国人
利用のための環境整備を行う。

通年

「英語版　伊達政宗と支
倉常長【改訂版】」の刊行

当館刊行物である「英語版　伊達政宗と支倉常長」の残
部減少に伴い、内容の誤り等を修正した改訂版を刊行す
る。

—

当館刊行物である「英語版　伊達政宗と支倉常長」の残
部減少に伴い、内容の誤り等を修正した改訂版を刊行す
る。

—

せんだい日本語講座

－ － － －

子どものための日本語講
座

－ － － －

在仙外国人向け語学講
座「日本語ティールーム」

在仙外国人対象にボランティアが生活日本語を指導し日
常生活を快適にする。季節の行事等で地域住民との国
際交流・相互理解を促し仙台市周辺部での多文化共生
を図る。（公益財団法人仙台ひと・まち交流財団八木山
市民センター）

平成30年4月～平成
31年3月

在仙外国人対象にボランティアが生活日本語を指導し日
常生活を快適にする。季節の行事等で地域住民との国
際交流・相互理解を促し仙台市周辺部での多文化共生
を図る。（公益財団法人仙台ひと・まち交流財団八木山
市民センター）

平成29年4月～平成
30年3月
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

日本語交流サロン 日本語で地域住民との交流を図る場を提供し、外国人居
住者が生活する上で必要としている情報や抱えている課
題を見出し今後の活動の可能性を探る。（公益財団法人
仙台ひと・まち交流財団宮城野区中央市民センター）

平成30年6月～8月

— —

はじめての仙台暮し　留
学生応援講座

平成30年度から廃止

—

北山は東北大学留学生会館がある為近隣に多くの外国
人が住み、毎年秋に新規留学生達が仙台を訪れる。地
震国で暮らし始める外国人向けの防災講座は必要であ
り、他団体と連携して東北大学留学生会館に出前の防災
講座を開催し、彼らが仙台での暮らしを安心してスタート
できるよう支援する。（公益財団法人仙台ひと・まち交流
財団北山市民センター）

平成29年10月

いろいろな国の言葉でご
あいさつ～外国の文化を
学ぶ～

平成29年度から廃止

—

平成29年度から廃止

—

外国人のための防災講
座-防災のことを、もっと
学ぼう

平成30年度から廃止

—

外国籍の方とその家族を対象に、災害時に適切な対応
や必要な情報を入手する方法を学び、安心した生活を送
れるようサポートする。防災に関する講話、情報交換な
ど。（公益財団法人仙台ひと・まち交流財団青葉区中央
市民センター）

平成29年4月、10月

仙台城大手門跡解説サ
イン設置

英語、中国語、韓国語併記の大手門跡解説サインの設
置

通年 英語、中国語、韓国語併記の大手門跡解説サインの設
置

平成30年3月設置

仙台城大広間遺構表示
案内サイン設置

大広間の遺構を整備したことを英語、中国語、韓国語を
併記して案内するサインの設置

通年 大広間の遺構を整備したことを英語、中国語、韓国語を
併記して案内するサインの設置

通年

仙台城跡災害復旧解説
サイン設置

東日本大震災で被災した石垣等の復旧の様子を英語、
中国語、韓国語を併記して解説するサインの設置

通年 東日本大震災で被災した石垣等の復旧の様子を英語、
中国語、韓国語を併記して解説するサインの設置

通年

仙台城内の遺構解説サ
イン設置

仙台城内遺構を英語、中国語、韓国語を併記して解説す
るサインの設置

通年 仙台城内遺構を英語、中国語、韓国語を併記して解説す
るサインの設置

通年

仙台城見聞館展示物の
解説

仙台城見聞館内の展示物に関して英語、中国語、韓国
語を併記して解説している

通年 仙台城見聞館内の展示物に関して英語、中国語、韓国
語を併記して解説している

通年

大広間跡遺構表示解説
サイン設置

大広間跡の遺構について英語、中国語、韓国語を併記し
て解説するサインの設置

通年 大広間跡の遺構について英語、中国語、韓国語を併記し
て解説するサインの設置

通年

史跡陸奥国分寺・尼寺跡
ガイダンス施設展示解説
の外国語表示

施設内の展示解説パネルは日本語と併せて英語・中国
語・韓国語でも表記している。

通年 施設内の展示解説パネルは日本語と併せて英語・中国
語・韓国語でも表記している。

通年
７月に開館

仙台城跡日本遺産解説
サイン設置

日本遺産を構成する資産である仙台城跡について英語
を併記して解説している。

通年 日本遺産を構成する資産である仙台城跡について英語
を併記して解説している。

通年

国際姉妹都市等交流事
業

姉妹・友好都市訪問及び訪問団の受入等 平成30年11月
台湾台南市2名派遣

姉妹・友好都市訪問及び訪問団の受入等 平成29年12月
台湾台南市33名受
入
韓国光州広域市6名
受入
平成29年5月
アメリカダラス市2名
派遣
平成29年10月
フランスレンヌ市2名
派遣
平成29年11月
韓国光州広域市2名
派遣

JICA研修員の受入 ＪＩＣＡ北海道、札幌市水道局が実施する水道技術者研修
のうち、浄水処理に関する講義・実習を担当する。

平成30年7月
受入：ナイジェリア1、
スーダン1、モロッコ
1、スリランカ1、ネ
パール1

ＪＩＣＡ北海道、札幌市水道局が実施する水道技術者研修
のうち、浄水処理に関する講義・実習を担当する。

平成29年7月
受入：エジプト2、エ
チオピア1、マラウイ
2、ネパール1、ナイ
ジェリア1、ザンビア2

JICA研修員の受入

— —

ＪＩＣＡ草の根技術協力として、ベトナムのハノイ水道公社
の研修生に対し、配水管理及び震災対策に関する講義
を行う。

平成29年5月
受入：ベトナム10
平成29年10月
受入：ベトナム8

視察対応 台北水道職員との情報交換を行う。仙台市の災害対策・
浄水場・管路工事について説明・視察を行ったほか、そ
れぞれの漏水防止の取り組みについて意見交換を行う。

平成30年11月
台北水道職員２名来
庁 — —
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事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

研修生の受入

— — — —

海外研修への参加 IWA(国際水協会)主催の国際会議へ職員を派遣する。水
道事業に関する国際的な話題や先進的な取り組みに触
れることにより、新たな視点・知見の獲得を図る。

平成30年9月
東京7名派遣

— —

海外研修への参加 総務局職員研修所主催の短期海外派遣研修へ職員を
派遣する。海外水道事業の実状把握、最新の専門知識・
技術・知見の獲得を図る。

平成31年2月
フランス・イギリス1名
派遣

日本水道協会実施の国際研修へ職員を派遣する。海外
水道事業の実状把握、最新の専門知識・技術・知見の獲
得を図る。

平成30年1月
オーストラリア1名派
遣

ワークショップの開催

— —

第10回日米台水道地震対策ワークショップが台湾（台南
市）で開催される。ワークショップでは、先進技術や東日
本大震災の経験を踏まえた知見を発信するとともに、日
米台水道関係者との意見交換等を行い、交流を深める。

平成29年10月
台湾(台南市)2名派
遣

非課税世帯料金減免リー
フレット作成

非課税世帯における水道料金・下水道使用料の減免リー
フレット（英・中・韓版）作成
※消費税増税にあわせ、Ｈ31年度に改定予定

通年 非課税世帯における水道料金・下水道使用料の減免リー
フレット（英・中・韓版）作成

通年

生活保護世帯料金減免
リーフレット作成

生活保護世帯における水道料金・下水道使用料の減免
リーフレット（英・中・韓版）作成
※消費税増税にあわせ、Ｈ31年度に改定予定

通年 生活保護世帯における水道料金・下水道使用料の減免
リーフレット（英・中・韓版）作成

通年

非課税減免申請書見本
作成

非課税減免申請書（英・中・韓版）見本作成
※実際に使用するものは日本語表記
※様式変更にあわせ、Ｈ31年改定予定

通年 非課税減免申請書（英・中・韓版）見本作成
※実際に使用するものは日本語表記

通年

外国籍市民向け水道料
金支払啓発文作成

水道料金の支払方法及び転居時の現場精算の啓発
（英・中・韓・ネパール・ベトナム版）文作成、ＨＰ掲載

通年 水道料金の支払方法及び転居時の現場精算の啓発
（英・中・韓・ネパール・ベトナム版）文作成、ＨＰ掲載
※H29.10～水道料金等のクレジットカード払いが開始さ
れたことに伴い、支払方法の説明文を一部修正

通年

英語による車内案内表示
（地下鉄）

地下鉄車内の次駅案内表示等を英語でも行う。 通年 地下鉄車内の次駅案内表示等を英語でも行う。 通年

英語による車内放送サー
ビス（地下鉄）

地下鉄車内の次駅案内自動放送を英語でも行う。 通年 地下鉄車内の次駅案内自動放送を英語でも行う。 通年

駅案内表示等ローマ字
併記

地下鉄駅の案内表示等において，ローマ字併記を実施。 通年 地下鉄駅の案内表示等において，ローマ字併記を実施。 通年

英語による列車接近案内
放送

お客様に対し列車の接近を伝え注意を促す放送を英語
でも行う。

通年 お客様に対し列車の接近を伝え注意を促す放送を英語
でも行う。

通年

英語による列車接近表示 お客様に対し列車の接近を伝え注意を促す表示を，日
本語の他，英語，中国語，韓国語でも行う。

通年 お客様に対し列車の接近を伝え注意を促す表示を，南
北線については英語，東西線については英語，中国語，
韓国語でも行う。

通年

ホーム行き先方面表示の
英語及び韓国語による併
記

地下鉄駅のホーム番線行き先方面表示において，英語，
中国語，韓国語による併記を実施。

通年 地下鉄駅のホーム番線行き先方面表示において，南北
線については英語，東西線については英語，中国語，韓
国語による併記を実施。

通年

地下鉄券売機精算機の
英語利用案内

地下鉄券売機と精算機のディスプレイに，英語，中国語，
韓国語による利用案内を表示する。

通年 地下鉄券売機と精算機のディスプレイに，英語，中国語，
韓国語による利用案内を表示する。

通年

英語による地下鉄駅構内
案内放送サービス

地下鉄駅構内の自動案内放送において英語による乗車
券等の案内放送を実施。

通年 地下鉄駅構内の自動案内放送において英語による乗車
券等の案内放送を実施。

通年

駅周辺案内図（周辺ラン
ドマーク）及び出入口サ
インローマ字併記

地下鉄各駅に設置する案内サインで示す周辺ランドマー
ク等についてローマ字併記している。

通年 地下鉄各駅に設置する案内サインで示す周辺ランドマー
ク等についてローマ字併記している。

通年

テロ警戒強化対策に伴う
掲出物

テロ警戒強化対策の一環として、「不審物・不審者を発見
したときは駅係員等に連絡ください」との内容で和文・英
文併記する掲出物を地下鉄全駅に設置。

通年 テロ警戒強化対策の一環として、「不審物・不審者を発見
したときは駅係員等に連絡ください」との内容で和文・英
文併記する掲出物を地下鉄全駅に設置。

通年

地下鉄駅窓口におけるタ
ブレット端末を活用した
案内

地下鉄駅窓口において、翻訳ソフトをインストールしたタ
ブレット端末を活用した案内を実施。

通年 地下鉄駅窓口において、翻訳ソフトをインストールしたタ
ブレット端末を活用した案内を実施。

通年

可動式ホーム柵 柵に貼り付ける駅名シール等にローマ字併記する。 通年 柵に貼り付ける駅名シール等にローマ字併記する。 通年
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Ⅱ　県内市町村の国際化施策

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事業内容
時         期
対   象   国
往来別人数

事　　業　　名

平成29年度平成30年度

ホームページ作成 交通局ホームページの更新の際必要と思われる項目に
ついて，英語のページも同時に作成する。

通年 交通局ホームページの更新の際必要と思われる項目に
ついて，英語のページも同時に作成する。

通年

バス停留所標識等ローマ
字併記

主要バス停留所標識へのローマ字併記を更新時期に合
わせ実施する。

通年 主要バス停留所標識へのローマ字併記を更新時期に合
わせ実施する。

通年

英語による車内放送サー
ビス（バス）

音声合成放送システムの導入により，主要バス停留所で
の英語の車内放送を実施する。

通年 音声合成放送システムの導入により，主要バス停留所で
の英語の車内放送を実施する。

通年

英語併記案内板の整備
（バス乗場）

バス乗り場案内板を設置する際，英語併記とする。また，
既設置の案内板も，更新する際は英語併記とする。

通年 バス乗り場案内板を設置する際，英語併記とする。また，
既設置の案内板も，更新する際は英語併記とする。

通年

法定点検・開栓時の都市
ガス安全使用パンフレット
配布

内管や消費機器の法定点検時に、外国人のお客様に
は、７ヶ国語（英･中（簡体字、繁体字）･韓･西･葡･ペル
シャ･タガログ語）対応の安全使用パンフレットを配布す
る。
①部数－１年間約300部
②配布先－供給エリアでガスを使用する外国人

通年 内管や消費機器の法定点検時に、外国人のお客様に
は、７ヶ国語（英･中（簡体字、繁体字）･韓･西･葡･ペル
シャ･タガログ語）対応の安全使用パンフレットを配布す
る。
①部数－１年間約300部
②配布先－供給エリアでガスを使用する外国人

通年

ガス局ホームページ
Englishページ

ガス臭い時の対処法、地震の際の対処法、マイコンメー
ターの復帰手順、引越しの際の手続きなどを英語で解説
したページを公開。

通年 ガス臭い時の対処法、地震の際の対処法、マイコンメー
ターの復帰手順、引越しの際の手続きなどを英語で解説
したページを公開。

通年
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